




要約:NICU(新生児集中治療室)を退院する児および家族は医学的問題のみならず社会的、経

済的問題を抱えていることが多い。これらの問題を医療機関のみで継続的に援助すること

は困難と考え、全国的な母子保健の実施機関である保健所との連携を図るために保健所連

絡票を作成し、両親の承諾を得て保健所に送付している。 

保健所連絡票は有用ではあるが、医療上の問題より養育上および継続した問題点を重視し

た我々の意図は十分には保健所に理解されていなかった。退院した家族も地域での保健婦

の訪問を歓迎しており、訪問率が 64%であったことを考えると、もっと積極的な訪問が期

待される。 

新生児・未熟児医療の知識の保健婦に対する啓蒙と、より一層の保健所と NICU との緊密な

連携が望まれる。 


